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1 干 田國士 



ムの 不幸な 帰結 を ここに 見得る の だ。 

さて、 私の 云 ふ 新劇の 「殻」 と は、 抑 も 何 を 指す か _ 

第一 に、 「紹介」 とい ふ 仕事が もつ、 総ての 一 時 性、 

誇示 性、 非 独創性、 そして、 「あと はお 察しに 委せる」 

とい ふ 省略 性、 即ち これで ある。 

第二に、 「翻訳」 なる ものの 免れ 難き 「不完全 さ」 I 

I 殊に、 「概ね 正確」 である 以上 を 求められない 事実、 

語学 的 翻訳と 文学的 翻訳との 曖昧な 日和見主義、 即ち 

これで ある。 

以上の 二 点が 舞台 上の 隅々 に その 根 をお ろして、 新 

劇の 未来 を 鎖した とい ふこと は、 今日 もはや 論議の 余 



申し 合せた やうに、 翻訳 調なる 一 種の 「活字 的 文体」 

を 製造し、 原作の 「語られる 言葉」 が、 如何なる 意味 

に 於ても、 日本語の 「語られる 言葉」 になって ゐず、 

これ を 肉声 化した 時 は、 期せず して、 「心理的 リズム」 

と 「言葉の 価値」 を 転倒した 生彩な き 「白」 とな リ終 

るからで ある。 

しかも、 驚くべき ことに は、 従来、 演出 者 も 俳優 も、 

この 問題 を 故意に 閑却して ゐ たので ある。 

目下 本誌 (「劇作」) に 連載され つつ ある ブレモンの 

「物言 ふ 術」 を 読んだ もの は、 恐らく 疾 くに 気が ついて 

ゐる だら うと 思 ふが、 演劇の 本質的 生命た る 「言葉の 



る わけに 行かぬ であらう。 (一九 三 二 • 八) 
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